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先生の研修会～子どもの不安感解消～ 
１２月２４日（金）に役場第２庁舎において教職員冬期研修会を開催しました。北海道医療大学の

富家直明准教授を講師に招き、当別町内の先生方１０２名が参加し「中１ギャップ対策に活かすスキ

ル教育～子どもが互いに支え合う人間関係づくり～」と題した研修を行いました。 

 「中１ギャップ」という言葉がありますが、小学校から中学校へ進学する時、子どもは新たな人間

関係や学習環境について様々な不安や悩みを持つものです。いつの時代も同じですが、ほとんどの子

どもは、それらの悩みを乗り越えていく中で「たくましさ」を身に付けていくのです。しかし、現代

のように少子化の時代で、少ない兄弟姉妹の中で育ってきた子どもの中には、新しい環境に対して強

い不安感を抱く子もいます。 

 研修会の中で、富家先生は「子どもが否定的 

な考えを持ったときは、子どものよいところを 

ほめることで、不安や過剰な責任感を取り除く 

ことが大切」と話されました。また、参加した 

先生方は、子どもに「それは君のせいではない 

よね」とか「取れる範囲の責任を取ればいいん 

だよ」という言葉かけや接し方など、余裕を持 

たせるコミュニケーションスキル（技術）につ 

いて熱心にメモを取っていました。 

 夏季休業期間中の研修に続き、今日的な教育 

課題である「子どもの心に響くスキル教育」を 

たくさんの先生が学んだ研修会となりました。 

児童・生徒が考えた献立が給食になりました！ 
食育は、子どもたちが食に関する正しい知識と食習慣を身に付けるために大切な取組です。 

１２月８日と１月２６日には、児童・生徒が食育の授業で作成した献立を基に給食が出されました。

１２月８日には、弁華別中学校の全校生徒が、栄養バランス面（カロリー計算）や食材の値段のこ

と、小学１年生から中学３年生までが食べる給食であることに気をつけながら、工夫して献立を考え

ました。 

１月２６日には、当別小学校の４年生が主食・主菜・副菜・汁物をそろえることや栄養バランスを

考えながら、同じ味が重ならないように数ある給食メニューの中から一品ずつメニューを選び献立を

作成しました。どちらも栄養バランスのとれたおいしい給食となりました。 

 

１２月８日の献立は・・・ 

麦ご飯、とんかつ、和え物、味噌汁、牛乳、ふりかけ 

１月２６日の献立は・・・ 

わかめご飯、ゆとりっち芋団子汁、牛乳、鮭のごま味噌がらめ、おかかサラダ 
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地域をつくるのは地域の人  １日１センチずつの行動へ 
 

 

 

１１月２８日（日）に西当別コミュニティーセンターにおいて、平成２２年度石狩管内社会教育

共同事業「フォーラム石狩」を開催しました。本事業は、石狩管内市町村が地域の特色を生かし輪

番で開催している社会教育共同事業です。今年度は、管内の教育関係者やＰＴＡ関係者、地域住民

など７８名が参加し、「地域の教育力の向上」をテーマとし“信頼の絆で支え合い学び合う地域社会”

の重要性について話し合いを進めました。 

フォーラム前半は、学校関係者や子ども会関係者など４名のパネリストとコーディネーターが、

学校、家庭、地域の連携について公開討論形式で話し合い、「子どもたちの教育のために連携は重要

なポイントである。」「地域・家庭・学校が違う方向を向いていてはいけない。子育てについての課

題を共有する機会が必要。」などの様々な意見が出されました。 

後半は、「地域の教育力の可能性」と題し、元ＳＴＶアナウンサーで、現在有限会社ボイスオブサ

ッポロ代表取締役である橋本登代子氏の講演が行われ、地域ぐるみで子どもたちを育むために、今、

地域で何ができるのか、橋本氏自身が様々な地域で出会った人や風土から感じたことをもとに地域

の持つ可能性について、お話いただきました。 

最後にフォーラム全体を振り返り、「郷土愛、足からの言葉を大切に。」「地域は誰がつくるのか。

地域の人が気づきを通して、１日１センチずつ実際の行動に移していくことが大事。」「地域の教育

力には大きな可能性が秘められている。」とのポイントに参加者もうなずきながら聴き、充実した研

修機会となりました。 

「フォーラム石狩」～学校、家庭、地域の相互の連携のあり方～ 

あらためて地域の教育力の向上を考える 


